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¥2,000,000 (Direct Cost: ¥2,000,000)
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Research Abstract

再⽣医学の時代と⾔われる21世紀を迎え、各臓器に特徴的な幹細胞の研究が進み、発⽣や病態形成・修復に果たす役割が明らかにされつつある。肝臓においてはヒト⾻髄移植症例やげっ
⻭類を⽤いた検討で、ドナー⾻髄由来の細胞が胆管上⽪に分化する可能性が⽰唆されている。しかしながらヒト肝幹細胞「候補」の組織内分布は明らかではなく、その存在には未だ異論
も多い。我々は肝細胞の再⽣が遷延された場合にstem cellの活性が亢進すると考え、広汎性肝壊死の剖検症例を⽤い、stem cellのマーカーとされるc-kit、CD34両陽性細胞の分布を検討
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した。検討の結果、げっ⻭類に⾒られるようなc-kit、CD34両陽性細胞は肝内のいずれの部位にも認められなかった。胆管上⽪内には種々の程度にc-kit単独陽性細胞が認められたが、そ
れらは全例トリプターゼを共発現する肥満細胞であった。stem cell factorは胆管に種々の程度に発現していた。胆管上⽪内に⾒られるc-kit陽性細胞の殆どは幹細胞からの移⾏細胞ではな
く、肥満細胞の上⽪内浸潤像であると考えられた。次に肝細胞癌、胆管細胞癌、扁平上⽪癌等への多様な分化傾向を⽰す肝腫瘍の1例について、stem cell cancerの可能性を検討した。
種々の腫瘍構成成分は互いに肝細胞癌との移⾏像を⽰しており、移⾏部では肝細胞や胆管上⽪、扁平上⽪の各種組織特異抗体の複数に陽性となる細胞が認められた。いずれの部位にもc-
kit、CD34両陽性細胞は認められなかった。肝細胞は癌化などの特殊な状況下では化⽣、あるいは脱分化を呈して他の組織型を⽰すポテンシャルを有すると解釈される結果であり、ヒト肝
幹細胞の検証には、発⽣や種々の疾患を考慮した更なる基礎的検討が必要であると考えられた。
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